
平成22年度（対21年度実績） 作 成 日事　務　事　業　評　価　表 年 月 日平成 22 5 20

部局名 都市整備部 所属名 公園緑地課 所属長名 朝比奈　昌明 電 話 483-1151 内線3230

1．事務事業の位置付け・概要（ＰＬＡＮ）

コード 3342 事務事業名称 都市公園管理事業 短縮コード 経常 臨時3342 3609

予算区分 会計 01 一般会計 款 08 土木費 04 都市計画費 目 04 公園管理費

区 分
自治事務

その他

法定受託事務
根拠法令等

都市公園法、八千代市都市公園条例、八千代市都市公園条例施行規則、八千代市環境美化里親制度
実施要領、八千代市宅地開発指導要綱

事業概要（事務事業を開始したきっかけを含めて記入）

・都市公園維持管理事業は都市公園法第２条の３に規定された市の固有事務であります。
・街区公園などの維持管理について，「環境美化里親制度」（アダプト制度）の普及に努め，地域の住民自治組織などとの連携を図りながら，維持管理に努めます。
・地域住民の体育の向上の増進を図るため，未利用地の民有地を体育活動を行う場として維持管理する団体等に補助しました。（平成２２年度から文化・スポーツ課に
所管替えいたしました。）

２．事務事業の目的・指標・実績（ＤＯ）

＜１＞職員による公園等のパトロールの実施、公園設備の修繕、公園施設の改良等工事施行、＜２＞清掃、樹木剪定などの公園管理業務の委託を
行ない実施、＜３＞都市公園等の占、使用事務、不法駐車駐輪の処理業務の実施、＜４＞開発行為における公園設置の指導・検査移管手続実施、
＜５＞専門技術者による市内全公園の遊具及び施設点検の実施。

都市公園・緑地

＜１＞職員による公園等のパトロールの実施、公園施設の修繕、公園施設の改良等工事施行、＜２＞清掃、樹木剪定などの公園管理業務の委託を
行ない実施、＜３＞都市公園等の占用、使用事務、不法駐車駐輪の処理業務の実施、＜４＞開発行為における公園設置の指導・検査移管手続実施

＜１＞安全で快適に利用してもらう。　都市空間の確保と快適な生活環境を実現します。
 
 

入力対象外

対象
（誰を何を対象にし
ているのか）

手段
（具体的な事務事業
のやり方、手順、詳
細）

意図
（何を狙っているの
か）

ねらい（上位施策の
意図）

区  分

事務事業を取り巻く状況の変化　又、今後の変化の推測 ５本の柱（章）

大項目（節）

中　項　目

小項目（施策）

細　項　目

実 施 計 画 の 
計 画 事 業

指標１

指標２

指標３

指標１

指標２

指標３

指標１

指標２

指標３

指標１

指標２

指標３

対象指標

活動指標

成果指標

上位成果指標

・開発行為等に伴い都市公園も年々増えており、市民の要望、苦情も多
様化し増加しています。
・遊具等、公園施設に対する安全基準、安全確保の指針が改定，強化さ
れ，その対応が急務である。

総
合
計
画
の
施
策
体
系

計画事業の位置付けの有無 計 画 事 業 期 間 ～ 計 画 事 業 費

２０年度 ２１年度 ２２年度

実績 計画 実績 計画
単位

項

04

03

01

03

01

02

4303

4305

302 307 304 307

41 41 41 45

21 20 20

235 250 199 200

50 50 41 45

21 20 20

39 30 27 30

17 16 13 16

21 20 20

団体・人

公園

公園

団体・人

公園

件

％

％

件

快適生活空間都市をめざして

公園・緑地

公園・緑地

 

緑地の管理

 

公園緑地の維持管理

住民自治組織等との連携による公園管理の推進

辺田前土地区画整理地内都市公園建設事業

西八千代北部特定土地区画整理地内近隣公園建設事業

都市公園数

里親参加団体（個人）数

未利用地利用広場補助団体数

施設修繕・改良工事公園数

里親実施公園数

未利用地利用広場利用件数

苦情公園数/都市公園等数

里親実施公園数/都市公園等数

未利用地利用広場利用件数

※平成22年度に計画していること:

※平成21年度に実際に行ったこと:

千円



２０年度 ２１年度 ２２年度

実績 計画 実績 計画
単位

国

県

地方債

一般財源

その他

財源内訳

千円

千円

千円

千円

千円

主な事業費の内訳

千円

千円ト ー タ ル コ ス ト (A)＋(B)

人件費(B)

都市公園等委託料
126,973千円
需用費
27,113千円

都市公園等委託料
181,903千円
需用費
29,304千円

都市公園等委託料
130,892千円

都市公園等委託料
181,842千円

事
業
費

評価
類型

３．事務事業の評価(ＳＥＥ)

評価事項 評価区分 理　　　　　由

結び付いている

結び付くが見直しの余地がある

結びつきが弱い・ない

評価対象外事項

達成している

達成していない

評価対象外事項

可能性はある

可能性はない

評価対象外事項

現状のままでよい

見直す必要がある

評価対象外事項

有効性向上の可能性がある

効率性向上の可能性がある

両方可能性がある

可能性がない

民間委託等

臨時的任用職員等の活用

ＩＴ化等の業務プロセスの見直し

受益者負担の見直し

類似事業との統合・役割見直し

上記以外の方法

ある

ない

類似
事務
事業
名称

１

２

①事業目的が上位の施策に結びつ
いているか？

②すでに所期目的を達成している
か？

※「達成している」を選んだ場合、⑥
に進んでください。

③民営化で目的を達成できるか？

※民営化・・・事務事業の全部又は一
部の実施主体を全面的に民間事業者等
に移行すること。

（民間委託は、権限に属する事務事業
等を委託することで、民営化とは異な
る。）

④「対象」・「意図」の設定は現
状のままで良いか？

⑤今後、有効性や効率性を向上さ
せる可能性はあるか？
　可能性がある場合は、⑤－２，
３を記入する。
　可能性がない場合は、理由を記
入する。

⑤－２

　有効性や効率性を向上さ
せる手段は何か？
　該当する手段を選択し、
具体的な方法と得られる効
果を記入する。手段が｢類似
事業との統合・役割見直し｣
である場合は、該当する類
似事業を記入する。

⑤－３
　推進にあたっての課題はあ
るか？(一時的な経費増・市
民の理解等）

(A)

実施主体

実施主体

(所管部署)

(所管部署)

コード 事務事業名称 所属名

目
的
妥
当
性

有
効
性
・
効
率
性

0 2,000 2,000

0 0

0 0

194,476 240,320 187,086 246,294

1,432 2,504 1,459

コード 事務事業名称 都市公園管理事業 所属名 公園緑地課

79,272 74,508.6 72,949.2 51,946

275,180 319,332.6 263,494.2 298,240

　公園・緑地を構成する各種施設や構造物の物的条件を整え，安全快適な状態を保ち，計画意
図のとおり施設が運営されることに加え，公園の存在効用を十全に発現し，利用者に喜ばれ，
利用者に主体的に活用されるように，空間の確保と機会の提供を持続的，創造的に行うこと，
すなわち，公園空間・施設の維持・保全や，公園の円滑な利用を促進するための運営などを行
うことを目的としている。

公園・緑地の機能が常に良好な状態で有効に発揮されるよう，計画的な維持管理に努める。

都市公園は，住民の憩いの場，ふれあい，癒しの場を提供するための公の施設です。

現状の「対象」・「意図」で成果に結びつけることができる。

　

　街区公園は市民にとって身近な施設であることから環境美化里親制度（アダプト制度）の拡
充を図り，地域環境の美化や安全を市民と市が一体となって推進することにより維持管理コス
トを削減し，施設整備の充実を実現する。
　

環境美化里親制度（アダプト制度）の母体は，町内会，婦人会，老人会等の地域コミュニティ
団体や個人ですが，登録団体や個人の加入が進んでいません。しかし，登録はしていないもの
の公園美化活動を行っている方々も見受けられることから，更なるPRが必要です。
また，地域自治会による組織的な取組みとなるように働きかける必要もあります。

3342



改革・改善して継続

手法プロセスの改革・改善

事業規模の拡大・縮小

統合・役割見直し

その他

廃止・休止

事業完了

現状のまま継続

改革改善して継続

手法プロセスの改革・改善

事業規模の拡大・縮小

統合・役割見直し

その他

廃止・休止

事業完了

現状のまま継続

⑥この事務事業の今後の方向性を選
択し、その詳細について右欄に記入
する。

⑦この事務事業の今後の経費・成果
の方向性について選択し、右欄に理
由を記載する。

今
後
の
方
向
性

この事務事業に対する市民や議会の意見（担当者が把握している意見）
※内部サービス業務の場合は、住民ではなく、サービス利用者、関連部門の意見や実態など

所
属
長
コ
メ
ン
ト

評
価
調
整
委
員
会
評
価

向　上

不　変

低　下

削　減 不　変 増　加

成
　
果

経　　費

コード 事務事業名称 所属名コード 3342 事務事業名称 都市公園管理事業 所属名 公園緑地課

事業内容・実施方法ともに現行水準を維持しながら，市民参加による維持管理を推進してい
く。

年々，開発行為および土地区画整理事業等による公園数の増加があることに
加え，経年変化による施設の老朽に伴う費用が増加する。

・樹木管理について、剪定・伐採の要望、害虫駆除また、安全な公園としての要望が増加しています。
・遊具の安全管理の強化の要望と、撤去した遊具の代替遊具の設置要望も多く寄せられています。

開発行為等において年々増加する公園の管理や経年劣化等による遊具等の修繕には，膨大な経費が費やされている。このため，事後的な維持管理から，予防保全的な
維持管理への転換を推進するものとして，国の「公園施設長寿命化計画策定事業費補助制度」により，健全度調査を実施しており，これに基づき計画的な施設管理に
努める。この他，部分的な経費削減効果や地元住民のコミュニティの場の形成と言う観点から，アダプト制度の普及に努めるものとする。

街区公園の施設整備については，課題解決に努め，順次推進すべき。


